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(3)研 究 概 要

カ ロテ ノイドは 自然 界 に最も広 く存 在 す る色 素 で 、生 体 内で 重 要 な生 理 的 役 割 を

果 た してい る。今 回 、南 極 大 陸 の リュツォ ・ホル ム湾 の 露 岩 域 にある淡 水 湖 で あ る ス

カー レン大 池 の 湖 底 に堆 積 して い る藍 藻 マ ッ トサ ンプル よ り、 カ ロテ ノイ ド合

成 能 を有 す る細 菌 を 単 離 した の で報 告す る。 第38次 南 極 観 測 隊 に よ り採 集 され

た 藍 藻 マ ッ トを 、 滅 菌 した エ ッペ ン ドル フチ ュ ー ブ に 少 量 と り、約lm1の

MαV(h-tarineUrgmric!ltediu〃1ノ 液 体培 地 を加 え懸 濁 後 、懸 濁 液約200ｵ1をMOル1

寒 天培 地 に 広 げ 、 好 気 下で10℃ で 光 照射 した。 約1週 間 後 、寒 天 培 地 上に オ

レン ジ色 の コ ロニ ー が 生 じた。 さ らに この コ ロニー を新 た なMα 、イ 寒 天 培 地 に

広 げ 、 単 一 コ ロ ニ ー に な る ま で 、 こ の 操 作 を く り返 し、 純 粋 に 分 離 され た 株

(OI.6)を 得 た。OI-6をMOM液 体培 地 で 培 養 後 、集 菌 し、染 色 体DNAを 抽

出 した。この 染 色 体DNAを 鋳 型 と して 、多 くの 細 菌 の16SrRNAに お い て 高 度

に 保 存 され て い る領 域 を参 考 に作 製 した オ リ ゴDNAを プ ライ マ ー と してPCR

を行 い 、OI.6の16SrRNAを 増 幅 した。 増 幅 され た16SrRNAの 塩 基 配 列 をダ

イ タ ー ミネ ー タ ー 法 で 決 定 した。 こ の配 列 をBLAST検 索 した と ころOI-6の

16SrRNAの 配 列 は 、 グ ラム 陽性 高㏄ 群 の ミク ロ コ ッ クス群 に属 す るKocuria

8ぴ伽o〃 贋 α の16SrRNAと99%一 致 した。OI-6の ア セ トン/メ タ ノ0ル(3=1)

に よ る抽 出 物っ い て 逆 相HPLCに よ る解 析 を行 っ た とこ ろ 、OI-6が 数 種 類 の

カ ロテ ノイ ドを 生産 す る こ とが示 唆 され た。

極 地 方 に 生 育 す る微 生 物 は 、い まだ 良 く研 究され てお らず 、新 規 の カロテノイドの

探 索 源 として有 望 と思わ れ るので 、さらに 、研 究 をす す める予 定である。
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